
JP 2015-33583 A5 2017.7.27

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公開番号】特開2015-33583(P2015-33583A)
【公開日】平成27年2月19日(2015.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-011
【出願番号】特願2014-161508(P2014-161508)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３１１　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３７６　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気共鳴装置（５）により被検査対象物（Ｏ）の予め決められたボリューム部分におけ
る水のＴ１時間と脂肪のＴ１時間を求める方法において、この方法が次のステップ：
　複数のエコー時間（ＴＥ１～ＴＥ３）においてグラジエントエコー（３４）を作るため
傾斜磁場（ＧＸ）を印加するステップ、
　第１のフリップ角を有する高周波パルス（３１）から出発して少なくとも２つの異なる
エコー時間（ＴＥ１～ＴＥ３）で第１のエコー（３４）を検出するステップ、
　ディクソン法により第１のエコー（３４）に関係してボリューム部分のボクセル当りの
第１の水磁化および第１の脂肪磁化を求めるステップ、
　第２のフリップ角を有する高周波パルス（３１）から出発して少なくとも２つの異なる
エコー時間（ＴＥ１～ＴＥ３）で第２のエコー（３４）を検出するステップ、
　ディクソン法により第２のエコー（３４）に関係してボリューム部分のボクセル当りの
第２の水磁化および第２の脂肪磁化を求めるステップ、
　各ボクセルの第１の水磁化、各ボクセルの第１の脂肪磁化、第１のフリップ角、各ボク
セルの第２の水磁化、各ボクセルの第２の脂肪磁化および第２のフリップ角に関係して、
ボクセル当りの水のＴ１時間と脂肪のＴ１時間を求めるステップ
を有する水のＴ１時間と脂肪のＴ１時間を求める方法。
【請求項２】
　第１のエコーおよび第２のエコーの少なくとも一方が検出される少なくとも２つの異な
るエコー時間（ＴＥ1～ＴＥ3）の時間的に隣接する２つのエコー時間の間に同じ時間間隔
が存在することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　時間間隔は、この時間間隔の間に発生する水信号と脂肪信号の間の位相差φが次の式
【数１】

に相当するように選定され、ｆは自然数、ｎは少なくとも２つの異なるエコー時間（ＴＥ
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１～ＴＥ３）の数であることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　第１のフリップ角を有する複数の高周波パルス（３１）を印加するステップ、
　第１のフリップ角を有する１つの高周波パルス（３１）の後の第１のエコー時間（ＴＥ

１）にエコー（３４）を読み出すステップ、
　第１のフリップ角を有する１つの高周波パルス（３１）の後の第２のエコー時間（ＴＥ

２）にエコー（３４）を読み出すステップ、
　第２のフリップ角を有する複数の高周波パルス（３１）を印加するステップ、
　第２のフリップ角を有する１つの高周波パルス（３１）の後の第１のエコー時間（ＴＥ

１）にエコー（３４）を読み出すステップ、
　第２のフリップ角を有する１つの高周波パルス（３１）の後の第２のエコー時間（ＴＥ

２）にエコー（３４）を読み出すステップ
を含み、第２のフリップ角は第１のフリップ角と異なり、第１のエコー時間（ＴＥ１）は
第２のエコー時間（ＴＥ２）と異なる
ことを特徴とする請求項１から３の１つに記載の方法。
【請求項５】
　同じ高周波パルス(３１)の後に次の高周波パルス（３１）が印加される前に複数のエコ
ー（３４）が検出されることを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　さらに、
　第１のフリップ角を有する１つの高周波パルス（３１）の後の次のエコー時間（ＴＥ３

）にエコー（３４）を読み出すステップ、
　第２のフリップ角を有する１つの高周波パルス（３１）の後の次のエコー時間（ＴＥ３

）にエコー（３４）を読み出すステップ、
を含み、前記次のエコー時間（ＴＥ３）は第１のエコー時間（ＴＥ１）および第２のエコ
ー時間（ＴＥ２）と異なり、前記次のエコー時間（ＴＥ３）で検出されるエコー（３４）
に関係してボクセル当りのＴ２*時間が求められる
ことを特徴とする請求項４または５記載の方法。
【請求項７】
　第１のフリップ角を有する高周波パルス（３１）の後の第１のエコー時間（ＴＥ１）に
検出されるエコー（３４）に関係してボリューム部分の第１の画像が再構成され、
　第１のフリップ角を有する高周波パルス（３１）の後の第２のエコー時間（ＴＥ２）に
検出されるエコー（３４）に関係してボリューム部分の第２の画像が再構成され、
　第２のフリップ角を有する高周波パルス（３１）の後の第１のエコー時間（ＴＥ1）に
検出されるエコー（３４）に関係してボリューム部分の第３の画像が再構成され、
　第２のフリップ角を有する高周波パルス（３１）の後の第２のエコー時間（ＴＥ２）に
検出されるエコー（３４）に関係してボリューム部分の第４の画像が再構成され、
　第１の画像、第２の画像、第３の画像および第４の画像が互いにレジストレーションさ
れ、
　ボクセル当りの第１の水磁化および第１の脂肪磁化が第１の画像および第２の画像のボ
クセルのデータに関係してディクソン法により求められ、
　ボクセル当りの第２の水磁化および第２の脂肪磁化が第３の画像および第４の画像のボ
クセルのデータに関係してディクソン法により求められる
ことを特徴とする請求項４から６の１つに記載の方法。
【請求項８】
　水磁化ＭＷについての次の式
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【数２】

から出発して、および脂肪磁化ＭＦについての次の式

【数３】

から出発して水のＴ１時間Ｔ１,Ｗおよび脂肪のＴ１時間Ｔ１,Ｆが求められ、ＴＲは時間
的に連続する２つの高周波パルス（３１）の間の時間間隔、ρＷはボクセル内の水密度、
ρＦはボクセル内の脂肪密度、αはフリップ角であることを特徴とする請求項１から７の
１つに記載の方法。
【請求項９】
　各ボクセルの第１の水磁化、各ボクセルの第１の脂肪磁化、第１のフリップ角、各ボク
セルの第２の水磁化、各ボクセルの第２の脂肪磁化、第２のフリップ角に関係して各ボク
セルについての水密度および脂肪密度が求められることを特徴とする請求項１から８の１
つに記載の方法。
【請求項１０】
　水密度ρＷおよび脂肪密度ρＦに関係して次の式

【数４】

により各ボクセル内の水成分ＷＡが求められるか、
　水密度ρＷおよび脂肪密度ρＦに関係して次の式
【数５】

により各ボクセル内の脂肪成分ＦＡが求められるか、または
　その両方が求められることを特徴とする請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　同じフリップ角βｎｏｍを有する高周波励起パルスから出発して各ボクセルｘで調整さ
れるフリップ角β（ｘ）が求められ、
　次の式
【数６】

により各ボクセルにおける実際のフリップ角α（ｘ）が、エコー（３４）の検出のために
それぞれ印加されるフリップ角αｎｏｍを有する高周波パルス（３１）に関係して計算さ
れ、
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　実際のフリップ角が、水のＴ１時間および脂肪のＴ１時間を求める際にそれぞれ第１お
よび第２のフリップ角の代わりに使用されることを特徴とする請求項１から１０の１つに
記載の方法。
【請求項１２】
　被検査対象物（Ｏ）の予め決められたボリューム部分における水のＴ１時間および脂肪
のＴ１時間を求めるための磁気共鳴装置において、
　磁気共鳴装置（５）が静磁場磁石（１）と、傾斜磁場システム（３）と、少なくとも１
つの高周波アンテナ（４）と、傾斜磁場システム（３）および少なくとも１つの高周波ア
ンテナ（４）を制御し少なくとも１つの高周波アンテナ（４）により取得された測定信号
を受信し測定信号を評価しＭＲデータを作るための制御装置（１０）とを有し、
　磁気共鳴装置（５）が、複数のグラジエントエコー（３４）を作るため複数の傾斜磁場
（Ｇｘ）を印加し、第１のフリップ角およびこの第１のフリップ角とは異なる第２のフリ
ップ角を有する高周波パルス（３１）を印加し、第１のフリップ角を有する高周波パルス
（３１）から出発して少なくとも２つの異なるエコー時間（ＴＥ1～ＴＥ3）に第１のエコ
ー（３４）を検出し、ボリューム部分のボクセル当りの第１の水磁化および第１の脂肪磁
化を第１のエコー（３４）に関係してディクソン法により求め、第２のフリップ角を有す
る高周波パルス（３１）から出発して少なくとも２つの異なるエコー時間（ＴＥ１～ＴＥ

３）に第２のエコー（３４）を検出し、ボリューム部分のボクセル当りの第２の水磁化お
よび第２の脂肪磁化を第２のエコー（３４）に関係してディクソン法により求め、および
各ボクセルの第１の水磁化、各ボクセルの第１の脂肪磁化、第１のフリップ角、各ボクセ
ルの第２の水磁化、各ボクセルの第２の脂肪磁化、第２のフリップ角に関係して、各ボク
セルの水のＴ１時間および脂肪のＴ１時間を求めるように構成されることを特徴とする磁
気共鳴装置。
【請求項１３】
　磁気共鳴装置（５）が請求項１から１１の１つに記載の方法を実施するように構成され
ていることを特徴とする請求項１２記載の磁気共鳴装置。
【請求項１４】
　磁気共鳴装置（５）のプログラム可能な制御装置（１０）の記憶装置に直接ロード可能
であり、磁気共鳴装置（５）の制御装置（１０）で実施されるときに請求項１から１１の
１つに記載の方法のすべてのステップを実施するプログラム手段を有するコンピュータプ
ログラム。
【請求項１５】
　データキャリア（２１）を使用する際に磁気共鳴装置（５）の制御装置（１０）におい
て請求項１から１１の１つに記載の方法を実施するように構成された電子的に読み取り可
能な制御情報を記憶した電子的に読み取り可能なデータキャリア。
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